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○浅麓環境施設組合職員の分限に関する規則 

昭和41年４月１日 

規則第３号 

改正 昭和57年10月１日規則第１号 

（目的） 

第１条 この規則は、職員の分限に関する条例（昭和41年条例第10号）第５条の規定に基

き、その実施に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

第２条 条例第２条第１項の規定による診断を行なう医師には国家公務員、又は地方公務

員である医師を指定するものとする。ただし、特別の事由があるときは病院その他の医

師を指定することができる。 

（医師の診断） 

第３条 任命権者は、地方公務員法（昭和25年法律第261号。以下「法」という。）第28条

第２項第１号に該当する場合における休職の期間が６月を超えるものであるときは、６

月ごとにその指定する医師に休職者を診断させその結果を徴しておかなければならな

い。 

２ 任命権者は、法第28条第２項第１号に該当するものとして、休職を命じた者を条例第

３条第２項の規定により復職させるには、その指定する医師に休職者を診断させその結

果に基かなければならない。 

３ 前項の場合における医師の指定については前条の規定を準用する。 

（分限に関する処分の報告） 

第４条 任命権者は、職員の意に反する免職、又は休職の処分を行ったときは、その旨を

組合長に報告するものとする。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 


